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【研究の概要等】  
20 万種類とも予想されるヒトのノンコーディング RNA（ncRNA）の大部分は、配列
相補性に依存せずに機能するタイプと予想され、未開の大陸に等しい。これら相補性

非依存型の ncRNA は、タンパク質と同レベルの個性ある立体構造を形成して、様々な
生体分子と相互作用するとみられる。そのような性質をもつ分子は「アプタマー」と

総称される。本研究では、１）ncRNA に内蔵された天然アプタマーの探索研究と、２）
試験管内進化法を用いた人工アプタマーの創成による RNA機能の多角的研究開発を実
施して、相補性非依存型 ncRNA 研究の分子基盤を確立する。同時に、ncRNA の細胞内
動態研究の支援ツールとして、人工アプタマーを利用した細胞内 RNA の可視化・検出
システムの研究開発を実施する。  
 
【当該研究から期待される成果】 
・ RNA新薬の開発：アプタマーは抗体と同様に標的分子を捕捉し不活化する働きがあ
り、抗体が作製できない標的に対しても作製可能など、優れた特性を利用した新しい

分子標的医薬が実現できる。 
・ 生命プログラムの理解：従来のncRNA研究は配列相補性に依存したRNAだけに着目
してきたために、ゲノムに内蔵された天然アプタマーの研究は皆無である。その、

ncRNA氷山の水面下の本体とも見られる相補性非依存型の機能性RNAに関する先駆
的な研究を推進し、ncRNAによる生命プログラムの本質を理解する。 
・ RNAとタンパク質の分子擬態仮説の確立：人工アプタマーの創成研究によってRNA
による標的タンパク質の機能的・構造的な擬態を証明する。 
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【研究期間】 平成18年度－22年度  
        

 
【研究経費】  18,200,000 円      
           

 
【ホームページアドレス】      http://www.ims.u-tokyo.ac.jp/molbiol/H0.html 

 
 


